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第12章 法令に基づく諸手続き 

１．文化財保護法等に基づく手続き 

文化財保護法等に記載されている管理・保護の手続きを次のとおり整理する。 

文化財保護法や同法施行令及び規則の関係する部分については、原文（抜粋）を資料編に掲載する。 

表 12-1-1：管理・保護に関する諸手続き 

事項 手続 期限 根拠法令 規則等 

管理責任者の選

任、解任 
届出 

20 日 

以内 

文化財保護法 

第 119 条第２項 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の管理に関する届出書等に関する規則第１

条、第２条 

所有者の変更 届出 
20 日 

以内 

文化財保護法 

第 120 条 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の管理に関する届出書等に関する規則第３条 

管理責任者の変

更 
届出 

20 日 

以内 

文化財保護法 

第 120 条 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の管理に関する届出書等に関する規則第４条 

所有者（管理責任

者）の氏名、名称

又は住所の変更 

届出 
20 日 

以内 

文化財保護法 

第 120 条 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の管理に関する届出書等に関する規則第５条 

滅失、毀損、亡失

及び盗難 
届出 

10 日 

以内 

文化財保護法 

第118条、第120条 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の管理に関する届出書等に関する規則第６条 

土地の所在、地

番、地目又は地積

の異動 

届出 
30 日 

以内 

文化財保護法 

第 115 条第２項 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の管理に関する届出書等に関する規則第７条 

現状変更等 

許可 

申請 
－ 

文化財保護法 

第 125 条第１項 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の現状変更等の許可申請等に関する規則第１

条、第２条、第３条 報告 
遅滞 

なく 

復旧 

届出 
30 日 

前まで 文化財保護法 

第 127 条第１項 

特別史跡名勝天然記念物又は史跡名勝天然記念

物の復旧に関する届出に関する規則第１条、第

２条、第３条 報告 
遅滞 

なく 

管理、修理等に関

する技術的指導 
依頼 － 

文化財保護法 

第118条、第120条 

国宝、重要文化財等の管理、修理等に関する技

術的指導に関する規則第３条 

保存活用計画の

認定 
申請 － 

文化財保護法 

第129条の２ 

重要文化財保存活用計画等の認定等に関する省

令第 40 条、第 41 条 



179 

２．現状変更等の手続の流れ 

高輪築堤跡の保存管理にあたって、必要となる諸手続きの流れについて、通常の現状変更等の手続

きの流れと、緊急処理を要する可能性が高い毀損等の処理の諸手続きの流れは次のとおり。 

（１）現状変更等の手続きの流れ（図 12-2-1） 

史跡指定地内及び周辺地で史跡の「現状を変更する行為」や「保存に影響を及ぼす行為」に該当す

ると思われる行為を実施する場合は、実施者が港区教育委員会と事前協議・相談を行うことを基本と

し、必要に応じて文化庁、東京都教育庁と協議する。具体的には次に示す流れで手続きを進める。 

事前協議は、申請から許可までの期間と現状変更行為の内容を考慮し、計画段階から実施する。 

（２）毀損等の手続きの流れ（図 12-2-2） 

台風や大雨、地震等により緊急を要する毀損等が起こった場合は、通常の維持管理で対処できる軽

微な毀損等を除いて、先ず、史跡の所有者が毀損等の状況を迅速に港区教育委員会に報告した上で、

文化庁長官宛てに毀損等に関する届出を行う必要がある。また、発生した毀損等が二次災害の危険を

及ぼす場合は、被害拡大防止の応急処置を施し、今後の対応について港区教育委員会と協議を行い、

修理手法等の検討を行う必要がある（協議は、港区教育委員会の判断により、状況に応じて文化庁及

び東京都教育庁と行う。）。 

修理手法が現状復旧であれば、復旧届を着工の 30 日前までに文化庁長官宛てに提出し、修理を行

う。ただし、現状と異なる素材等を使用して修理を行う場合については、現状変更許可申請の提出を

行い、その許可を得て対処を行う必要がある。 
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図 12-2-1：現状変更等の諸手続きのフロー図 

 

港区教育委員会へ 

申請書提出 

文化庁長官の許可が 
必要な行為 

港区教育委員会の許可が 
必要な行為 

東京都教育庁に副申 
港区教育委員会の審査 

国（文化庁）へ副申 

（国の審査） 

許可通知（条件付き）が 

東京都教育庁へ 

許可通知（条件付き）が 

港区教育委員会へ 

行為の着手 

許可書（条件付き）が港区教育委員会から申請者へ 

（条件付き許可の場合） 

条件付きの場合は、港区教

育委員会の立会を求められ

る場合がある。 
（立会等） 

行為の完了 

現状変更終了報告書を港区教育委員会へ提出 

（行為の内容、期間変

更があった場合） 
計画変更申請を港区教育

委員会へ提出、東京都教

育庁を経て文化庁に副申

し、計画変更承認を得る。 

（計画変更申請） 

港区教育委員会へ 

申請書提出 

許可が 
不要な行為 

港区教育委員会（図書文化財課）との事前協議・相談 
（行為内容、許可区分、許可条件の確認等） 

※必要に応じて文化庁、東京都教育庁と協議する。 

行為の着手 

史跡の「現状を変更する行為」や「保存に影響を及ぼす行為」に 

該当すると思われる行為の実施者 
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図 12-2-2：毀損等の発生時の諸手続きのフロー図 

 

  
通常の維持管理で対処できる軽微な毀損等 

・植物管理で対応できる毀損等 

（樹木の倒木・落枝の除去 等） 

・地表面の維持管理で対応できる毀損等 

（小規模な表土流出部分の埋戻しや不陸整正等） 

・工作物の維持管理で対応できる毀損等 

（工作物の毀損部の部分的な交換等）      等 

・地震や豪雨等の非常災害による遺構の毀損や滅失 

・老朽化や非常災害による工作物の広範囲の毀損 

・非常災害による地表面の広範囲の崩壊・洗掘    等 

 

毀損等の確認 

港区教育委員会へ連絡 

毀損届の提出（10 日以内） 

港区教育委員会との協議 

修理手法の検討 

軽微な毀損等の確認 

管理手法の検討 

維持管理作業 

※  

復旧届の提出（30 日前） 現状変更許可 
申請書の提出 

緊急修理 

史跡の所有者 史跡の所有者 


